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☆☆１０月
がつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

 目
め

を大切
たいせつ

にしよう！☆☆ 

 目
め

が疲
つか

れると、ものが見
み

えにくくなるだけでなく、集 中 力
しゅうちゅうりょく

がなくなったり、肩
かた

こりや 

頭痛
ず つ う

などが起
お

こったりします。目
め

の使
つか

いすぎを防
ふせ

ぎ、目
め

を休
やす

ませることが大切
たいせつ

です。 
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◆視力
しりょく

検査
け ん さ

 全学年
ぜんがくねん

 

 １０月
がつ

１９日
にち

（月
げつ

）～２６日
にち

（月
げつ

） 

 ※めがねを持
も

っている人は、必
かなら

ず持
も

って 

  来
き

てください。 



        
 １０月にも視力検査を行い、視力が低下していないか、学習に必要な視力があるかを確かめます。以下の

人にお知らせ用紙をお渡ししますので、眼科を受診し、必要な処置をとられますようお願いします。 

○ 視力の判定がＢ以下（1.0 が見えない）の人。 

○ ６月の視力検査でお知らせ用紙をもらい眼科を受診したが、６月の結果よりも視力が低下していた人。 

 ※６月の検査後に眼科を受診し、受診結果報告を学校に提出した人で、視力の低下がみられなかった人に

はお知らせ用紙をお渡ししません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

一般社会法人知識流動システム研究所（自然科学研究機構特任教授）      

小泉 周（こいずみ あまね）      引用文献：健康教室 2020 年 9 月号,ｐ8—15,東山書房 

 「新型コロナウイルスってなに？」「どんな病気なの？」「どうや

ったら予防できるの？」。そうした子どもたちの疑問に答えようと、

国立大学法人岡山大学・狩野光伸教授（外務大臣次席化学技術顧問）

ら有志と一般社会法人知識流動システム研究所（ＫＭＳ）は、「新

型コロナウイルスについていっしょに考えよう！」と題した教材

（小冊子、ＰＤＦ版など）を作成し、４月に公開しました。 

 これからは“ウィズコロナ”の時代として、新しい生活様式を一

人一人が実践していくことが求められています。そこで、第２弾と

して「『新しい生活様式』について、一緒に考えよう！」を作成し、

公開しました。優しいタッチの絵を用いて、新しい生活様式に大切

な３つの約束、つまり「マスクの着用」「石鹸での手洗い」「体と体

を離すこと」とその意義を伝えることに注力しました。 

 

 

 

 

 

 

 

おうちの方へ 

教材は、KMS のホームページからどなたでもダウンロード可能で

す。よろしければ、ご覧ください！ 

https://www.smips.jp/KMS/stop_covid-19_new/ 

他にも…◆コロナウイルスについてもっと知りたい人のための Q&A 

◆クロスワードパズル  …といった資料もあります。 

保健だよりとともに、全員に配付しま

す。第二波・第三波が予想される中、

あらためて意識したい内容です！ 


